


















機関、関係者名 
（研究分野・研究 
者名） 

Ａ社 
山形大学 農学部 
山形大学 国際事業化研究センター 最上サテライト 
山形大学 国際事業化研究センター コーディネーター 高橋 政幸氏 
関東、関西の有力百貨店 

○連携に至る前の課題 
 
山形大学所属のコーディネータ
ーである高橋政幸氏は、山形県最
上地域において、大学が持つ研究
技術シーズの情報提供の場、地域
企業との意見交換の場となる「最
上夜学」を開催し、企業と山形大
学のネットワーク強化を図って
きた。 
 
こうした取組の中で、地元山形で
精密硝子の研磨を行っているＡ
社から枝豆に関する技術相談が
寄せられた。本業を引退していた
同社の会長が食品部門を立ち上
げ、地域に伝わる枝豆の栽培を行
っていた。相談は、古くから伝わ
るその枝豆のおいしさを解き明
かし、それを栽培法に活かした
い、さらには枝豆自体や加工品な
ど、この枝豆のおいしさを広く伝
えたいというものであった。持ち
込まれた枝豆は色鮮やかで大粒、
甘みが強く香り高いものであっ
た。枝豆の王さまと言われた庄内
地域の「だだちゃ豆」に負けないポテンシャルを感じた高橋氏は、山形大学農学部の教授を
紹介。生育環境における機能性成分の変異や最適な枝豆栽培法の探索、機能性の研究と機能
性成分の抽出など、地域の特産品や加工品への展開を目指した研究が進められることとなっ
た。 
 
一方でこうした研究を後押しする資金の獲得、そして製品化した際の営業活動をする上での
拠り所となるデータとして潜在的需要（市場ニーズ）調査が必要となっており、最適な方法
を検討していた。 

○連携のきっかけと、実際に連携合意に至るまでの経緯 
 
山形大学とＡ社は、前述のようにコーディネーターの仲介によって研究の構想の段階から提
携関係が出来上がっていたが、その後の研究資金獲得や関連する研究開発の促進、開発され
た成果の商品化の部分では、アグリビジネス創出フェア 2006 への出展が大きく寄与するこ
ととなる。 
 
潜在的需要（市場ニーズ）調査の方法を検討していたコーディネーターは、その調査フィー
ルドとして、立地や年齢層など幅広い参加者が集い、また、技術の目利きや、優良なビジネ
スコンテンツの発掘を目指す各バイヤーも多数来場する、アグリビジネス創出フェア 2006
を選んだ。会場内では枝豆の試食と更なる技術開発ポイントに関するアンケートを実施。枝
豆に対する来場者の評価を収集した。また、同製品の販路を開拓するため、バイヤーに向け
て技術的な優良さについても情報発信を行い、ブース内に打合せスペースを設けるなど受け
入れ体制を整えた。 

連携優良 
事例内容 

○具体的な連携の内容 
 
アグリビジネス創出フェア 2006 の会場内でのアンケートでは、約 100 人の回答を収集。製
品自体については、甘みの強さと香り高さなどの部分で大きな支持を得た。出展ブースを訪
れたバイヤーからもその良食味が高く評価され、10 社程度と具体的な連携について話をす
ることができた。 
 
フェア出展により収集した潜在的需要（市場ニーズ）と技術開発ニーズを根拠に、コーディ
ネーターは研究を後押しする資金獲得に取り組んだ。結果、農林水産省のクラスター地域食
品開発支援資金をはじめ、JST シーズ発掘試験研究資金も獲得するなど、研究開発がさらに
促進され、次のステージとなる「規格外品を活用した加工品開発」へ向かう推進力となった。
また、販路拡大の営業活動でも、大学との研究における食味など基礎的なデータを示しつつ、
フェアで得た情報も利用し、関東地域大手デパートや百貨店、大阪地域の老舗百貨店、ネッ
ト販売会社などと売買契約を結ぶことができた。 

色鮮やかで甘みが強く香り高いと評された枝豆 
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連携が成功する 
ポイント 

○連携が発展したポイント 
 
アグリビジネス創出フェアへ
の出展によって、研究を後押し
する資金の獲得や共同研究の
促進、販路拡大など、産学連携
のさらなる発展を実現するこ
とができた。この連携では、製
品の共同研究や加工品の研究
開発など、商品開発プロセスの
“入口”だけでなく、潜在的需
要（市場ニーズ）という“出口”
の部分の調査にも注力し、研究
開発から成果を活用した商品
化に至るまでを具体的にイメ
ージできたことが、成功のポイ
ントとして挙げられる。 
 
高度かつ新規性がある研究開
発でも、製品化した際の需要の
把握ができておらず、実用化できないといった例は、産学連携において散見されている。こ
うした事態にならないよう本研究においては、市場性の調査に重点を置いた。「アグリビジ
ネス創出フェア」を主要調査フィールドの１つとして位置づけ、アンケートの実施や商談へ
の働きかけを積極的に行った結果、製品化後に関する各種データを入手することができ、大
きなリスクも無く販売開始直後から順調に売上を伸ばす形となった。 

本連携の波及効果 

 
商品は、楢山地域に守り神として伝わる「神代杉
（古代杉）にちなみ「楢山神代豆」と命名された。
特別栽培認証･山形セレクションの認定を受けて
おり、高い品質の県産品として認知されている。
取引価格は通常の枝豆の 3 倍、高級枝豆として高
い人気を博している。 
 
枝豆のほか、規格外品を使ったアイスクリーム、
発芽大豆商品の製品化、機能性食品の開発も積極
的に行われている。 
 
平成 21 年度、年間生産量は 30～35 トン、栽培面
積は 10.5ha まで拡大、同枝豆に関する売上は年間
4,000 万円にも上った。 

 

本研究からの発展 
（利用した（した 
い）支援制度） 

（資金獲得状況） 
2006 年度、2007 年度、2008 年度 文部科学省競争的資金 
2006 年度 山形県セレクション補助金 
2007 年度 農林水産省クラスター地域食品開発支援資金 
2008 年度 JST シーズ発掘試験研究資金 

 

本話題に関する 
連絡先 

担当コーディネーター 

高橋 政幸氏（山形大学国際事業化研究センター） 
TEL:0238-26-3602 
Mail:masayuki@yz.yamagata-u.ac.jp 
住所: 
〒992-8510 山形県米沢市城南 4-3-16 山形大学工学部キャンパス内 

 
 

試験栽培圃場の様子 
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